
　

腰
椎
分
離
症
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
診
断
だ
。
母
の
環
さ
ん
（
４７
）
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
目
に
し
た

裏

技
ス
ト
レ
ッ
チ
″
の
効
果
だ
と

い
う
。
し
ゃ
が
ん
で
足
首
を
握

ＮＱ５８１１ 信 成長期とスポーツ

　

成
長
期
に
反
り
や
ひ
ね
り
の

　

良
浩
一
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　　

腰
椎
分
離
症
患
者
の
多
く
は

　

り
、
胸
部
を
太
も
も
に
寄
せ
た

　

で

動
作
を
繰
り
返
す
と
、
腰
椎
に

　

ジ
に
た
ど
り
着
い
た
。
初
期
症

　

体
が
柔
軟
で
な
く
、
特
に
太
も

　

状
態
で
膝
を
伸
ば
し
、
１０
秒
間

　

の

負
荷
が
か
か
っ
て
疲
労
骨
折
を

　

状
で
も
Ｍ
Ｒ
工
（
磁
気
共
鳴
画

　

も
裏
側
の
筋
肉
が
硬
い
と
い

　

保
持
。
こ
れ
を
朝
夕
１０
回
ず
つ

　

虚

起
こ
す
「
腰
椎
分
離
症
」
に
な

像
装
置
）
を
使
え
ば
診
断
で
き

　

う。
こ
の
影
響
で
骨
盤
の
回
転

続
け
た
と
こ
ろ
改
善
が
見
ら
れ

　

唖

り
や
す
い
。
早
く
見
つ
か
れ
ば

　

る
と
書
い
て
あ
り
、
す
ぐ
に
西

　

動
作
が
妨
げ
ら
れ
、
代
わ
り
に

　

た
の
だ
。

　　　　　　　　

ｙ

３
～
６
か
月
間
、
コ
ル
セ
ッ
ト

良
さ
ん
に
連
絡
を
取
っ
た
。

　

腰
椎
を
動
か
す
た
め
腰
を
痛
め

　

月
田
さ
ん
は
柔
軟
な
体
を
つ

　

ゆ

で
腰
を
固
定
し
、
運
動
を
控
え

　　

西
良
さ
ん
の
助
言
で
Ｍ
Ｒ
工

　

や
す
い
。
川
田
さ
ん
も
ど
ち
ら

　

く
り
、
秋
か
ら
本
格
復
帰
。
「
つ

　

伍

る
こ
と
で
治
る
。
た
だ
微
小
な

　

を
撮
り
、
同
年
４
月
、
初
期
の

　

か
と
い
う
と
体
が
硬
く
、
西
良

　

ら
か
っ
た
分
、
プ
レ
ー
で
き
る

　

一

骨
折
は
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
で
も

　

腰
椎
分
離
症
と
確
定
。
全
日
本

　

さ
ん
は
「
け
が
予
防
の
た
め
、

　

喜
び
は
大
き
か
っ
た
」
。
現
在

　

夕

わ
か
り
に
く
く
・
適
切
な
診
断

　

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会「予
選
に
出

　

肉
体
改
造
を
し
て
戻
ろ
う
」
と

ま
で
再
発
は
な
く
・
的
確
な
ボ

　

形

に
た
ど
り
着
け
ず
に
悪
化
さ

場
で
き
な
く
な
り
・
”
田
さ
ん

励
ま
し
た
。

　　　　

ー
ル
さ
ば
き
を
武
器
に
試
合
を

　

玉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１
か
月
後
の
診
察
。
大
き
な

　

組
み
立
て
る
「
ボ
ラ
ン
チ
」
を

「

ス
も
あ
る
。

　　　　

も
診
察
し
て
い
る
西
良
さ
ん
を

変
化
が
あ
っ
た
。
立
っ
て
前
屈

担
う
。
聡
さ
ん
は
「
痛
み
を
抱

　

合

　

高
校
で
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込

　

受
診
。
６
月
に
い
っ
た
ん
運
動

す
る
と
指
先
が
床
に
触
れ
る
程

え
た
ま
ま
続
け
て
い
た
ら
、
症

　

団

む
東
京
都
の
川
田
諒
汰
さ
ん

　

禁
止
が
解
け
た
が
、
ー
週
間
で

　

度
だ
っ
た
の
が
、
手
の
ひ
ら
が

　

状
を
悪
化
さ
せ
て
サ
ッ
カ
ー
を

　

ッ

（
１６
）
は
２
０
０
９
年
３
月
末
、

　

再
発
し
て
し
ま
っ
た
。

　　　

床
に
ぴ
た
り
と
つ
い
て
い
た
の

　

や
め
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
」

　

ネ医療・健康情報はインターネットサイト 「ヨミドクタ－」 （ｈｔｔｐ：／／ｙｏｍｉｄｒ．ｉｐ） で

医療′レネサ、′ス

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

　

　　　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

　

　

ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
）
で
は

‐ヂ
ｒ

　　　　　　

～
」
耳
＼
｛
＼
〆

異
常
が
見
当
た
ら
な
い
。

　

【

　　

；
尋
ｒ
フ
ー
～
蔭
メ

　

医師の摺示北端小い少し
「

　

．尋
．‐織る
歎ぜ耀臨戦螺′如跨”＊

やはり鮪帖篭隊蜂巣欄琵梶
一１．

ザ嵐轡Ｗ川キー′
、

た
時・
父
の
聡
さ
ん
命
轟
纏

下

ｒ

　　

‐

き

き
▲

島
大
運
動
機
能
外
科
教
授
、
西

「
ノ
」
ｆ
ｉ
ｒ・
ｒ

　

ｉ
十
Ｌ
射
腸
十十
十
ド
．

　

’

　

．ー
腰椎分離症を克服し、高校でもサッ
カーに才丁ち込む川田さん（都内で）

と
振
り
返
る
。

西
良
さ
ん
は
、
川
田
さ
ん
が

ッ
）

　

西
良
さ
ん
は
、
川
田
さ
ん
が

研
鞭

行
っぉに
柔
軟
法
を
「
ジ
ャ
ッ
ク

磨
酬

ナ
イ
フ
ス
ト
レ
ッ
チ
」
と
命
名

し
、
治
療
で
活
用
し
て
い
る
。
習

慣
づ
け
る
と
、
前
屈
は
１
か
月

で
平
均
２０
苑ン
伸
び
る
と
い
う
。

◇

西
良
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

寸
け
ｂ
”＼＼
≧
署
名
．
四
の
０
０
誓
お

の
ｂ
ｏ．
壱
涛
の
Ｐ
＃

ｏ
＼

熱ポミウルに入れてラップをし、電子レンジ（６００
汎′） で２先功ロ．熟し、 冷ますのポミウノレにノミン、粉、
牛写し、 溶き虜回、 塩【灯、さじ 誌不、 コショウ少、々 、
タマネギを入れて字昆ぜ、、 合テいびき肉、｝凍ったま
まのコ」ンをカロえ、米占リカゞ 出るまでゞ 昆ぜ、る◎オ
」フ心ント」スタ」の天枕Ｚにアルミホイルを敷
き、 サラダラ由を・薄く塗り、 ②をのせて平らにす

　　　　　　　　　　　　

冷）凍のコ」ンを使った、 肉字十たっ

　　

まのコ ンをカロえ、米占リカゞ 出るまでゞ 昆ぜ、る◎オ

　　　　　　　　　　　

ぶ０りの ハ ンノミ」グです。

　　　　　　　　　

」フ心ン トースタ」の天枕Ｚにアルミホイ ルを敷

　　　　　　　

【ホオ料２人分ト】合ｒいぴ^き肉２００ｇ／タマネギ

　　

き、 サラダラ由を・薄く塗り、 ②をのせて平らにす

　　　　　

％個 （ｌｏｏｇ） ／パン粉大さじ４杯／牛乳大さ

　　

る９オ プント」スタ」の強 （２００℃程度） で

　　　　　　

じ ２木不／溶き身蛇大さじ２ボ不／コ」ン（芹翌凍）ｌｏｏ

　　

１５′Ｖ２０；分」焼く◎トマトはｌｃｍ自筆こ÷切り、 ノやセリ

　　　　　　

ｇ／ トマ ト１イ固 （ｌｏｏｇ） ／ラミセリ１ 本

　　　　　　　

は み じん 切 りに。 し ょう ゆ４・さ じ２ボ不を力ロえて

　　　　　　　

【ィ乍リ≠；】 ○タマネギＮはみじん切りにし、 耐

　　

ｉ昆ぜ＼④に力耳ナ、５分」焼く。取り受“ナて食べる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

」

　

、 ・

　　

ｉ昆 ぜ＼＠ に力耳ナ、５分」焼く。取り受“ナて食べる）。

　

Ｃ増董タ寅会 「る残されした…者の生き

　

．ｉ

　

し、Ｚ次女ｒ力畔ラ方 く明となってい

　

１

　

などを言語る。 参キカロ農呈２０００円。 申方」

　

３１日午後２時、 東京都千

　

１

　

る木村紀夫さんが、 大きな喪失

　

ｉ

　

し込みは、 主催のＮＰＯ法人代田区の珠霧言ＹＷＣＡ会館ぎ。 東

　

ｉ

　

，惑と向き合ｒいＺ歌力ゞ ら、 新しい生

　

１ 「‘圭と死を考える金…」 （０３・５５ヮ７日本大震災で、 父親と妻を亡く

　

１

　

き方を模索するまでの心の動き

　

，ｒ

　

・３９３５

　

火、 金曜午後） へ。

、
、
ま
オ
敷
す
で
り
て

粉
々
た
◎
を
に
）
セ
え

　　凝議鯖
　　　　　　　　　　

）
乳
マ
の
プ

　

、
９
～
み
ぜ

Ｗ
牛
夕
ま
」
き
る
１５
は
混

　　

　

　　

　

　　　

　

　　　

　

ヴ
軌
バ

　

／

Ｕ
館
の
州

、一

　

塩　
粒

　

銚

●

鰻

　　　　

の
京
館
を

　
　
　
　

た
．
・
Ａ
と

れ
時
Ｃ
親

さ
２
Ｗ
父

残
後
Ｙ

　

、

　
　
　
　

会
日
東
災

演
３１
の
震

　

　

　
　

　　　　

ン
ロ
０３

　

」
「
」

く
ら
し

　

家


